

































研究開発センター長 鈴木 玲子 
 
教授 川越 雅弘        研究員（非常勤職員） 吉田 真季 
教授 飯岡由紀子        研究員（非常勤職員） 松本 佳子 
特任助教 廣田 千穂        研究員（非常勤職員） 河合 綾香 
研究員（非常勤職員）  南 拓磨 
事務局 
担当部長 白田 雅巳      研究補助員（非常勤職員） 海老原直子 
担当課長 北田 美穂      研究事務員（非常勤職員） 小助川亜依子 



























  に関する学内規則等の見直しを行った。 
 ３）公募研究の支援として、公募情報の速やかな提供、文部科学省科学研究費申請の説明会および個別相 
  談会を実施した。 
 ４）研究力向上に対する取り組みとして、以下の４点を実施した。 
  ①抄読会を中心とした「研究支援ゼミナール」の定期開催（資料５） 
 ②大学院 FD 委員会主催の研修会への協力 









鈴木 玲子 研究開発センター長 教授 
2018 
～2021年度 


























 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費






 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費






 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費





 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費





 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費
等補助金            
（老人保健健康増進等事業分） 
   委員  
地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた制度やサ-
ビスについての調査研究 
 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費





 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費





 2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費






  2018 年度 
平成 30 年度老人保健事業推進費









































飯岡 由紀子 教授 
2014 
～2018 年度 






























川越 雅弘 教授 
 2018 年度 埼玉県 埼玉県糖尿病性腎症重症化予防対策事業医療費抑制効果推計業務 





























第１回 2018 年 7 月 27 日 
在宅医療・介護連携の展開プロセスを学ぼう！           
（埼玉会館）
後援：埼玉県 P.７参照 
第２回 2018 年 11 月 24 日 
ファシリテーション力を高める ～創造的な場づくりを目指して～    
（埼玉会館）
共催：国立社会保障・人口問題研究所 一般会計事業「先進事例調査分析・
横展開による 自治体機能強化支援総合研究」   
後援：埼玉県 P.８参照 
第３回 2019 年 2 月 21 日 






















テーマ  在宅医療・介護連携の展開プロセスを学ぼう！ 
日 時  ２０１８年７月２７日（金）１４：００～１６：００ 
場 所  埼玉会館 ラウンジ 
参加費  無料 
 後 援  埼玉県 
 
    プログラム 
   開会  
主催者あいさつ               萱場 一則（埼玉県立大学学長） 
本セミナーについて          川越 雅弘（埼玉県立大学大学院研究科・ 
研究開発センター教授） 





















テーマ  ファシリテーション力を高める ～創造的な場づくりを目指して～ 
日 時  ２０１８年１１月２４日（土）１１：００～１６：００ 
場 所  埼玉会館 ３階３Ｃ会議室 
参加費  無料 
共 催  国立社会保障・人口問題研究所一般会計事業 
「先進事例調査分析・横展開による 自治体機能強化支援総合研究」 
後 援  埼玉県 
 
    プログラム 
    開会  





           「ファシリテーション力を高める ～創造的な場づくりを目指して〜」  
ファシリテーター 鈴木 まり子氏 
（特定非営利活動法人日本ファシリテーション協会 フェロー） 
        第２部 グループワーク 
          閉会 
 
 






テーマ  自立支援のための方法論を学ぶ ～ADL/IADLの維持・向上に向けて～ 
日 時  ２０１９年２月２１日(木) １３：３０～１６：３０ 
場 所  埼玉会館 ７階７Ｂ会議室 
参加費  無料 
後 援  埼玉県 
 
   プログラム 
   開会  
第１部 平成３０年度報酬改定の意味を理解する 
          平成３０年度介護報酬改定のポイント－自立支援・重度化防止を中心に－  
川越 雅弘（埼玉県立大学大学院研究科・研究開発センター教授） 
 
         第２部 リハ職の評価の視点・方法を学ぶ 
                    講演１ 歩行・移動に課題を有する生活障がい者に対する評価 
および介入の方法について 
            講演者 菊地 裕美氏  
（介護老人保健施設一心館 訪問リハビリ担当係長 理学療法士/ 
埼玉県理学療法士会 災害対策委員会委員長） 
講演２ IADL に課題を有する生活障がい者に対する評価・介入の方法について  
講演者 茂木 有希子氏 
（埼玉県作業療法士会 副会長 / ㈱ハート&アート 代表取締役） 
                      質疑応答 
 
第３部 事例検討(グループワーク） 
            事例提供/解説者 染谷 和久氏 
（医療法人真正会 霞ヶ関南病院情報管理部門課長 専門理学療法士） 
         閉会 
 














































































































テーマ  臨床実践をより良くする研究の発展に向けて ー実践と研究のコラボレーションー 
日 時  ２０１９年３月２３日(土) １３：００～１６：００ 
場 所  埼玉県立大学 北棟３４３ 
参加費  無料 
共 催  埼玉県立大学 保健医療福祉学部 看護学科 
 
開催趣旨 
    臨床実践をより良くするためには、臨床家と研究者の共同研究を推進していくことが重要です。 




   プログラム 
  開会 
  挨拶 田中 滋（公立大学法人埼玉県立大学 理事長） 
 
【座長】 飯岡 由紀子（埼玉県立大学 大学院研究科・研究開発センター教授） 
 添田 啓子（埼玉県立大学 保健医療福祉学部看護学科教授） 
      【パネリスト】 
            「臨床現場における実践者および研究者としての研究の実際」 
                         松原 康美氏 
（北里大学看護学部准教授／北里大学病院 がん看護専門看護師） 
            「臨床における研究活動の実際 ～がん専門病院の実例を通して～ 」  
                         市川 智里氏 
（国立がん研究センター東病院看護部看護師長がん看護専門看護師） 
             「臨床現場で看護研究を推進するための取り組み 
～看護学部と看護部の協働を模索する～」 
                         山内 典子氏 
（東京女子医科大学八千代医療センター 精神看護専門看護師） 
            「オレムセルフケア理論を臨床で活用するための大学との協働 
                                   ～臨床に根付かせるための研究としての取り組み～」 
                         近藤 美和子氏 
（埼玉県立小児医療センター看護部・外来 小児看護専門看護師） 
        質疑応答 
        全体討議 
 











  日時 参加者 
第１回 







































                       第５回 研究支援ゼミナールの様子 
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